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抄録 
会議中に電話がかかってくる，時間がないときに映像を確認しないといけない等，コミュニケー

ションメディアを用いたメッセージ伝達では，メッセージの送り手が選んだメディアを使って受け

手がメッセージを受け取るため，必ずしも受け手にとって適切なメディアでメッセージを受け取れ

るわけではない． 
本稿では受け手主体のメッセージ受信を実現すべく，受け手の状況に合わせて適切なメディアで

メッセージを受け取れる仕組みについて検討する．ここではメッセージ伝達の過程で，送り手が用

いたメディアから受け手が求めるメディアへメッセージを変換し、受け手にとって適切なメディア

でメッセージを受け取るためのマルチメディア情報ゲートウェイを実現する．基礎検討として，受

け手の状況に合わせて電話音声をメールもしくは SNS のメッセージで受け取るユースケースに基

づき，実装を元にマルチメディア情報ゲートウェイの実現性を確認した． 
 

１． はじめに 

近年，スマートフォンの利用が日常化し，様々

な情報が多様なコミュニケーションメディアを通

して伝達されている．例えば，電話やメール，SNS
のメッセージ等が一般的に広く送受信されている．

これらのメディアではそれぞれ異なるデータ形式

での情報表現がなされており，テキストや音声，

画像，映像，またはこれらを組み合わせた表現に

よりメッセージが伝えられる．メッセージを送信

する送り手は伝えたいメッセージに応じてメディ

アを選択するが，メッセージを受け取る受け手の

状況によっては，そのメディアで伝わるメッセー

ジが適切な表現形態であるとは限らない．例えば，

会議中にかかってくる電話や，時間が限られてい

るときに送られてくる映像メッセージ等は，必ず

しも受け手にとっては適切なメディアによる表現

ではない． 
そこで本稿では，送り手がメッセージを送るメ

ディアに捉われず，受け手の状況に応じて適切な

メディアでメッセージを受け取るための方法を提

案する．この方法では，従来，送り手主体で行われ

てきたメッセージ伝達を，受け手が主体となった

メッセージ受信に置き換える．具体的にはメッセ

ージ伝達の過程でメディア変換を行う機構である

マルチメディア情報ゲートウェイ[1]を構築し，利

用する．例えば，電話音声を音声認識技術を用い

て変換し，テキストメッセージとして伝達する．

ここで受け手の状況に応じてメッセージの伝達メ

ディアを選択することによって，受け手主体のメ

ッセージ受信を実現する． 
 

２． メッセージの集約と変換 

マルチメディア情報ゲートウェイでは，送り手

からのメッセージの集約と受け手の状況に合わせ

たメッセージの変換を行う．メッセージの集約に

関しては，さまざまなメッセージツールで送信さ

れるメッセージを１箇所に集約し，活用する研究

が進められている．Shared Panel[2]はその１例で，
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Facebook や Twitter などの SNS からの情報や E-
mail からの情報を集約する情報共有ツールである．

特定のグループや宛先，ハッシュタグにより識別

したメッセージを SNS 等の API を使って収集す

る．また，別の研究では複数の異なる SNS の API
をラッピングすることで，データを統合するフレ

ームワーク[3]も提案されている．これらはメッセ

ージ集約の方法としては興味深いが，本研究が対

象とする適切なメディアでのメッセージの伝達に

は踏み込んでいない． 
本研究では，情報の受け手の状況に合わせたコ

ミュニケーションメディアを使ってメッセージを

表現することを実現する．メディア変換に関する

技術は，確立されたものが多く存在しており，

Google Cloud[4]では Web API として，音声をテキス

ト化する音声認識 API，テキストを読み上げて音

声化する音声合成 API，画像からテキストを抽出

してテキスト化する OCR API 等が提供されている

ため，これらをシステム開発に利用することがで

きる．一方で，Web 上のサービスを利用者の意図

に基づき連携する仕組みとして，W3C（World Wide 
Web Consortium）で Web Intents が提案されてい

る[5]．Web Intents はコンテンツを共有する際に適

切なアプリケーションを選択することをユースケ

ースとして掲げている．また，著者の過去の研究

でもサービサと利用者の意図に基づき適切なアプ

リケーションを推薦する手法を提案している[6]．

これらはコンテンツに付与された情報に基づきア

プリケーション選択を自動化し適切な情報表現を

目指したものであるが，本稿では受け手の状況に

合わせたメディアで受け取るメッセージに変換す

ることから，アプローチが異なる． 
 

３． マルチメディア情報ゲートウェイ 

 

図 1. マルチメディア情報ゲートウェイ 

本稿で実現を目指すマルチメディア情報ゲート

ウェイは，送り手が使用したメディアで送られた

メッセージを，受け手の状況に合わせて適切なメ

ディアに変換し，変換後のメッセージを受け手が

受け取るためのシステムである．図 1 に情報ゲー

トウェイの動作イメージを示す．例えば，受け手

がオフィスでの会議中ならば，電話の音声をメー

ルで受け取るとし，音声認識エンジンを利用して

音声データをテキスト化し，メールで表現できる

ようにする． 
情報ゲートウェイを実現する上での基礎検討と

して，次のユースケースでのサービスの実現を検

討する． 
1) オフィスでの会議中に電話がかかってきた

が，出られない．留守録になったが，会議中にこっ

そり聞くわけにもいかない．手元には PC がある

ので，メールで用件を確認したい． 
2) 電車での移動中で，電話に出るわけにはいか

ない．手元にはスマートフォンがあるので，SNS の

メッセージとして受け取りたい． 
これら 2 つのユースケースに対して，電話で送

信されたメッセージを受け手の状況に合わせてメ

ールもしくは SNS 向けに変換したメッセージで送

信する情報ゲートウェイのプロトタイプをNode.js
で構成する Web サーバ上で動作するプログラムと

Python で実装するプログラムを組み合わせて実現

する． 
 

 

図 2. ユースケースを実現するシステム構成 
 

図 2 のシステム構成でのマルチメディア情報ゲ

ートウェイは，受け手が持つスマートフォン等の

デバイスから得られる情報を取得して，状況の解

析を行う．ここではデバイスの位置情報を取得し

て，受け手のいる場所や移動の有無を定期的に把

握する．送り手から受け手に電話がかかってくる
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と一旦，留守番電話機能により音声データを音声

メッセージとして蓄積し，その内容を音声認識す

ることでテキスト化する．受け手の状況に応じて，

テキスト化されたメッセージをオフィスにいると

き（ユースケース 1）はメールで送信し，移動中の

とき（ユースケース 2）は SNS のメッセージにし

て送信する． 
 
４． 評価実験 

4.1. 実験概要 

マルチメディア情報ゲートウェイの動作確認の

ため，実験による基礎評価を行った．実験の観点

は，電話音声の音声認識によるテキスト化とユー

ザの状況把握のための位置情報の取得について実

用性を確かめることとした．また，マルチメディ

ア情報ゲートウェイからメールと SNS メッセージ

の送信についても実装を通して実現性を確認した． 
 

4.2. 音声認識によるテキスト化 

Web API である Google Speech API[7]を用いて

Python で実装し音声認識の評価を行った．実験デ

ータとして，留守番電話 Panasonic KX-PD101 に録

音された音声データ 23 件を用いた．音声データは

ITU-T G.711 でエンコードされた PCMμ-Law フォ

ーマットのファイルであったが，Google の音声認

識エンジンを使えるようにフォーマット変換して

用いた． 
音声認識の結果，無音の 1 件を除く 22 件のテキ

スト化が行われ，内容を確認したところ 6 件は認

識誤りのないテキストが記録され，残り 16 件も部

分的に誤認識が含まれるものの内容がわかるテキ

ストが生成された．また音量を 20dB 上げて認識し

たところ，2 件のテキストの誤認識がなくなり，そ

れ以外も部分的に正確さが増した．これらのこと

から，一般に公開されている Web API を用いても

内容が判別できる程度の音声認識が行えることが

確認できた． 
 

4.3. 位置情報の取得 

位置情報の取得にはスマートフォンのGPS を用

いて緯度経度を取得する W3C Geolocation API[8]を

用いた．実験ではユーザが保持するデバイスとし

てスマートフォン Apple iPhone 14 Pro のブラウザ

から、Node.js 上で動作するサーバに 5 秒間隔で位

置情報を送信した．オフィスにいる場合の位置情

報としてデバイスを移動させずに 2分間で 12件の

データを取得したところ，1.7m 程度の範囲のばら

つきのある位置情報が得られた．一方，電車での

移動中に取得したデータは，デバイスが移動して

いるのにも関わらず位置が更新されないことや精

度が落ちることがあった．これはトンネルや駅舎

で GPS データを取得できなかったことに加え，デ

バイスがGPS 以外の電波を用いた位置計測を行っ

ている[9]ため，電波状態によって位置情報が更新

されなかったことや正しい位置情報を得られなか

ったことが原因と考えられる．いずれの場合も一

定時間の位置情報の変化を確認することで，特定

の場所にいることや移動中であることを判断する

ことができた． 
 
4.4. メッセージ送信 

電話音声をテキスト化したメッセージをメール

で送信するために，SMTP を Python で実行するた

めの smtplib[10]を用いた．通常のメール送信と同様，

メールサーバに SSL で接続して SMTP でメールを

送信することができるので，特定のメールアドレ

スをあらかじめ指定し，メール送信を実行できた．

また，Gmail を用いる場合には，Gmail API を用い

てメール送信できた． 
SNS でのメッセージ送信として，LINE アプリケ

ーションへの送信を実装した．LINE へのメッセー

ジ送信には，LINE Notify API[11]を用いることで，

Web 技術を用いてメッセージ送信ができることを

確認できた． 
 
５． まとめ 

本稿では，情報の送受信において従来送り手が

決めていたメッセージ伝達方法を変更し，受け手

の状況に合わせたメディアでメッセージを受け取

ることができる仕組みを実現するマルチメディア

情報ゲートウェイを提案した．この仕組みでは，

受け手の状況を把握して，送り手から送られてき

たメッセージを変換し，受け手にとって適切なメ

ディアで受信する．基礎検討として電話音声を状

況に応じてメールもしくは SNSのメッセージで受

け取るユースケースに基づき，マルチメディア情

報ゲートウェイを実装し，実現性を確認できた． 
今後，マルチメディア情報ゲートウェイのプロ

トタイプとして，様々な変換を行えるようにシス

テムを拡張する． 
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